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厚岸を守るため。
１秒でも早く駆け付けます。
厚岸を守るため。
１秒でも早く駆け付けます。

【通信指令室】
　通信指令室では、119番の受け付け
や出動指令のための放送をします。
　気象観測装置や災害情報案内装置な
どのほかに、通信指令装置の新たな機
能として、固定電話からの119番通報
において、通報者の地点を把握するこ
とができる『位置情報通知装置』や災害
発生場所の地図検索が行える『簡易地
図検索装置』の機能があります。
　平常時は1人体制で、119番を受信
した段階で補助員1人を増員します。

【消防車両車庫】
　消防車が5台収容で
き、車両への乗り込み
と出動が迅速に行える
ように適切な間隔を確
保しています。車両の
排気ガスが庁舎内に侵
入しないように、換気
ファンにより屋外に排
出する機能があります。【救急車両車庫】

　救急車が2台収容でき、車両への乗り込みと出動
が迅速に行えるように適切な間隔を確保しています。

【救急消毒室（前室）】
　救急活動から帰署した後まっすぐ前室に行き、滅
菌、消毒ができる設備を備えた部屋です。

【各種訓練施設】
1.ロープ渡過訓練
　対岸に取り残された要救助者を救出す
る訓練です。
2．立坑訓練
　出入口が狭い垂直に掘り下げられた坑
道内において、酸素不足やガス中毒等の
事故による要救助者を、隊員が空気呼吸
器を装着して進入する救助訓練です。
3．高所訓練
　ロープを使って高所から降下する訓練
と、高所へ登る訓練です。

【消防庁舎屋上】
　夏場に大規模災害
が発生した時は、消
防庁舎の屋上が一時
避難場所となります。
　冬場は、庁舎内が
一時避難場所となり
ますが、あくまでも
一時的な避難場所で
あって、終息後は避
難所に移動します。
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